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鄭
チョン
世華
セ イ フ ァ
氏からひとこと
「ヌエックの活動に拍手を」
ここ最近の数年間、私は研究発表者として、また、プロジェクト委員として、少なからずヌ
エックの活動に関わりをもってきた。5年間の契約で大阪のある大学の客員教授を務めていた韓
国人の私にとって、この経験は新鮮な衝撃と自己充実のもととなった。
先ずヌエックには、その堂々たる建物と行き届いた施設で圧倒させられた。また、豊かな緑に
囲まれた広々とした環境に心が開ける親しみが感じられた。
しかしそれにもまして、国際シンポジウムや研究発表会などが開かれる時における、規模の大
きさと、取り組みの熱意には心を打たれた。北は北海道から南は沖縄に至る全国各地から集まっ
た参加者達は、各自の出身地域の状況に鑑みながらも、ひたすら男女平等社会の実現に向けて精
一杯努力する姿をあらわしていたのである。
日本はいま、女性のエンパワーメントを通した男女共同参画社会の実現を目指して、大きな歩
みをみせている。そのナショナル・センターとしてのヌエックの活発な活動を目の当りにしなが
ら、私は、日本の男女平等社会が近付いてくることをを感じる事ができたのである。
かつて韓国の大学で女性学の研究と講義に携わり、また一時期「韓国女性開発院」の責任者と
して国家の女性政策の開発を推進してきた私にとって、ヌエックの存在と活動は新鮮な衝撃と活
力となって強く迫ってくるものがあった。特に、理事長と研究員が一体となって、会合と研究の
成功に向け、幾夜も夜更かしを続ける献身的な姿を見かけたときには、感極まる想いであった。
韓国では2001年度より、政府機構の中に「女性部」を設置し、より積極的に男女平等社会を実
現させようと図っている。最近は、政府の予算に性認知の項目を反映させようとする新しい動き
も出ている。日本も韓国も、アジア社会に共通する男女差別の歴史的背景を共有している。そし
て現在は、その差別を乗り越えて男女共同参画社会の実現に向けての歩みを共にしているのであ
る。
両国は、社会状況も政府組織も政策も異なっている。従って接近方法も異にしているが、目指
す目標は等しい。ヌエックの研究と活動からは、その意味で韓国と違った新しい情報と方法を豊
かに学ばさせて頂けたと言える。
ヌエックの益々の活躍と発展を期待する次第である。
プロフィール
梨花女子大學校名誉教授
韓日女性親善協曾理事
ソウル女性プラザ理事　等
教育哲学、女性学、アジア文化
韓国教育学曾、韓国教育哲学学曾、韓国女性学曾　等
「韓国の教育文化とジェンダー」
（『国際文化学』小林哲也編、アカデミア出版会：2002年）
『韓国教育の思想的理解』（共著、學志社：1997年）
『韓国教育古典の理解』（良書院出版社：1997年） 他　多数
平成15年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』について
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事業予告・募集
男女共同参画を進めるための学校教育セミナー
7月29日∏～31日∫の2泊3日の日程で 「男女共同参画を進めるため
の学校教育セミナー」（主題「学校教育で男女共同参画をどう進めるか」）
を開催します。
幼・小・中・高等学校の管理職・教員、教育委員会等の指導主事等を主
な対象に、生涯学習の一環として、男女共同参画社会に関する理解を深め
ることや、学校教育における男女平等教育推進のための課題・方策研究
を学ぶことを目的としています。ま
た、実践に結びつくセミナーとする
ために、エンカウンターの演習、講
義、ワークショップ・討議・事例報
告等、多様なプログラムになってい
ます。
女性関連施設職員のためのセミナー
6月3日∏～6日ªの4日間、女性関連施設職員としての専門的・実践的な研修を通して、資質の向
上を図り、男女共同参画社会の形成をめざした生涯学習を促進することを目的とした、「女性関連施設
職員のためのセミナー」を開催します。参加対象は、就任2年未満の女性会館・女性センター等女性関
連施設の館長・職員です。
詳細は、事業課までお問い合わせください。
子育てネットワーク研究交流協議会
子育ての負担が母親のみに集中する状況が緩和され、男性・女性が共に子育ての責任を果たし、地域
一体となった子育て支援を実現するために重要な役割を担っている「子育てネットワーク」の意義と役
割を確認し、その課題について全国的な情報交換及び研究協議を行う「子育てネットワーク研究交流協
議会」を開催します。平成15年度は、Aヌエック（6月28日º・29日
∂）B東京：日本子どもNPOセンタ （ー11月22日º・23日∂）C福
岡・大阪：こころの子育てインターねっと関西（11月2日º・3日∂、
12月13日º）で実施します。
子育てネットワーク関係者、家庭教育行政担当者、子育て支援
関係行政担当者、子育て支援に関係する専門家、そして、「全国には
どんな子育てネットワークがあるのかな？」「子育てサークルに支援
活動をしていきたいな。」など、関心のある方の参加をお待ちしてい
ます。
ヌエック（国立女性教育会館）公開シンポジウム
男女共同参画週間中の6月27日（金）午後1時半～4時に、東京代々木にある国立オリンピック記念青
少年総合センター国際会議室にて、「日韓女性の生涯学習／平生学習―自己実現と社会参画のために」と
題した国際シンポジウムを行います。
平成12年度から実施している韓国女性開発院との共同研究の成果に基づき、生涯学習施設で学ぶ女性
の学習ニーズや学習活動について研究結果を報告するとともに、生涯学習を通じて女性がエンパワーメ
ントするというのはどういうことなのか、議論を深めたいと思いますので、皆様、是非ご参加ください。
定員100名（先着順）、日韓同時通訳付、参加費無料。
お問い合わせ・お申し込みは研究国際室まで。
コーディネーター：原ひろ子（放送大学教授）
韓国側パネリスト：キム・ジェイン、クァク・サングン、ヤン・エギョン
日本側パネリスト：伊藤眞知子（東北公益文科大学助教授）、渡邊洋子（京都大学大学院助教授）、
高橋由紀（本会館研究国際室研究員）
コメンテーター：チョン・セイファ（梨花女子大学校名誉教授）
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事業の実施報告
男女共同参画学習推進フォーラム
男女共同参画社会の形成を促進するために、地域の実情と人々の学習要求に応じた生涯学習を推進し、
広域的な施設間のネットワーク形成の充実を図るため、地域においてフォーラム等を実施する「男女共
同参画学習推進フォーラム」を開催します。本年度は、静内公民館（北海道）、兵庫県立嬉野台生涯教育セ
ンター・兵庫県立男女共同参画センタ （ー兵庫県）、くまもと県民交流館（熊本県）の3機関で実施します。
女性のエンパワーメント支援セミナー
公 開 講 演 会
2月14日ªに公開講演会を開催し、約
400名の参加者がありました。
今年は、国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）東
京事務所との共催で、国連人口基金グロー
バルＨＩＶ／ＡＩＤＳコーディネーターで
産婦人科医、公衆衛生博士である、スーマ
ン・メータ氏と、国連人口基金親善大使で
女子マラソン五輪メダリストの有森裕子氏
をお招きして「今、生命（いのち）を考える」をテーマに講演会を開催しま
した。
メータ博士は「女性の健康と権利」について逐次通訳（英語⇔日本語）
を交えて講演し、有森氏には国連人口基金東京事務所所長の池上清子氏が
インタビュアーとなって、親善大使になったきっかけや活動を、カンボディ
ア訪問のスライドを交えながらお話いただきました。
会場からは熱心な質問があり、生命（いのち）について、女性・子ども
を取り巻く状況やリプロダクティブヘルス／ライツに対する関心の高さが
うかがわれました。
また、この講演はエル・ネット（教育情報通信ネットワーク）で全国の
社会教育施設や学校などに発信しました。
平成15年1月28日∏～1月31日ªの3泊4日で平成14年度
「女性のエンパワーメント支援セミナー」を開催しました。こ
のセミナーは、男女共同参画社会の形成に向け、女性のエンパ
ワーメント（力をつけること）を支援するため、女性教育・家
庭教育に関する事業の企画・立案及び女性教育・家庭教育に関
する団体・グループやNPO活動の推進に必要な専門的知識・
技術の習得に向けた実践的な研修を行うことを目的としていま
す。参加者は、行政担当者及び女性教育・家庭教育に関する行
政関係事業の企画・運営に携わっている者83名、女性教育・
家庭教育に関する団体・グループ、NPO等リーダー等が46名、合計129名（男性20名）でした。
28日は、文部科学省の大木男女共同参画学習課長から「女性教育施策の現状と課題」についての講義
があり、午後には藤村東洋英和女学院教授によるワークショップ「女性のエンパワーメントとは」を通
して、女性のエンパワーメントとはどういうことなのかを参加者全体で考えました。29日は、午前中、
行政関係の参加者と団体・グループ、ＮＰＯのリーダーに分かれて、それぞれ「女性のエンパワーメン
ト支援の課題」について研究協議を行い、午後は午前中の課題を持ちより、参加者全体で「女性のエン
パワーメント支援の可能性について」全体協議を行いました。30日は、「人生設計支援」「子育て支援」
「向老期の学習支援」「団体・グループ、NPO活動支援」の4つの分科会に分かれて、女性のエンパワー
メント支援に向けたプログラム作成を行い、最後に全体会で4つのテーマについて情報や課題を共有し
ました。31日は、最後のプログラムとして参加者自身がセミナー全体をふりかえる「まとめ」を行い、
4日間の日程を終了しました。
▲熱心に討議を行う参加者
▲講師と共に
▲開会式
▲講演に聞きいる参加者
事業予告・募集
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平成15年度ヌエック（国立女性教育会館）事業計画
男女共同参画社会の形成を目指した「学び」と「活動」
∏
女性関連施設職員
のためのセミナー
事　業　名
１．研修事業（日程順）
対象・募集人員 時期等 事　業　内　容 備　考
事　業　名 対象・募集人員 時期等 事　業　内　容 備　考
∏職員コース
女性の生涯学習関連事業を企画・実施している施設
等において、就任２年未満（平成15年６月１日現在）
の女性教育・家庭教育に関する事業の企画及び実施を
担当している職員ならびに情報関連業務を担当してい
る職員（100名）
π館長コース
上記施設の就任２年未満（平成15年６月１日現在）
の館長及び相当職（20名） ∏π合計120名
π
男女共同参画を進
めるための学校教
育セミナー
国・公・私立の幼・小・中・高等学校（特殊教育諸
学校を含む）の教員、校長、園長及び各都道府県・指
定都市教育委員会・教育センター指導主事・研修主事　　
120名
∏職員コース
平成15年
６月３日∏
～６日ª
３泊４日
π館長コース
平成15年
６月３日∏
～４日π
１泊２日
平成15年
７月29日∏
～７月31日∫
２泊３日
公私立女性会館・女性センター等の職員として必要な知識・技術
を身につけるための専門的・実践的な研修を通し、施設職員の資質
の向上を図る。
主題「多様なキャリアが社会を変える」
教員や指導主事等の生涯学習の一環として、男女共同参画社会に
関する理解を深め、学校教育における指導の充実に資する実践的研
修を行う。
主題「学校教育で男女共同参画をどう進めるか」
∫
国際女性情報処理
研修
アジア・太平洋地域の行政担当者・ＮＧＯの指導者
（日本を含む） 30名
平成15年
９月25日∫
～10月６日∑
12日間
日本を含むアジア太平洋地域の行政担当者、NGOの指導者を対象
とした情報処理技術の研修を行うことにより、女性の地位向上に必
要な知識と技術の習得と、情報ネットワーク構築を目指す。
ª
女性のエンパワー
メント支援セミナー
∏行政担当者
A女性教育・家庭教育行政担当者
B生涯学習に関する行政担当者
C男女共同参画行政担当者
π女性教育・家庭教育に関する行政関係事業の企画・
運営に携わっている者
∫女性教育・家庭教育に関する団体・グループやNPO
等のリーダー　　　　　　　　　 合計100名
平成16年
１月27日∏
～30日ª
３泊４日
高齢社会における女性の社会参画やキャリア形成を図るための女
性のエンパワーメント（力をつけること）を支援する女性教育・家
庭教育に関する事業の企画・立案及び団体・グループ・NPO活動の
推進に必要な専門的知識・技術の習得等の実践的な研修を行う。
º
公開講演会
Ω
女性の教育推進セ
ミナー
南西アジア、サブサハラアフリカ、中近東等の開発
途上国で、女性の教育問題に携わっている担当者
９名
成人男女
600名（公募）
平成16年
２月～３月
平成16年
２月14日º
各国の女性教育推進にかかる課題を認識し、その解決に必要な知識や
手法を取得し、初等・基礎教育の男女格差解消を考慮した、教育推進プ
ログラム計画を立案できる能力を向上させることを目的とする。
男女共同参画社会の形成に向けて、女性・男性、家庭・家族等に
関する今日的課題について解決の手がかりを得る。
主題「夢を編む」
講師：日本編物文化協会理事・ニットデザイナー 広瀬光治氏
æ
男女共同参画学習
推進フォーラム
ø
女性関連施設相談
担当者実務研修
国内の各地域で、男女共同参画社会、及び女性、家
庭・家族に関する問題に関心のある人
各地域200名程度
公私立の女性会館・女性センター等の女性関連施設
の相談業務担当者
60名
年間３回（全国
各地域で開催、
教育委員会等か
らの申込による）
平成16年
２月25日π
～27日ª
２泊３日
地域の実情・人々の学習要求に応じた生涯学習を推進し、広域的
な施設間のネットワーク形成の充実を図るため、女性関連施設、生
涯学習センター等が連携して、地域の課題解決に向けた事業を実施
する。
女性関連施設の相談業務担当者に対する専門的・実践的な研修を
行い、資質の向上を図る。
¿
子育てネットワー
ク研究交流協議会
¡
社会教育実習生等
受入事業
¬
研究員等受入事業
A子育てネットワークのリーダー及びメンバーと子ども
B子育てサークルのリーダー及びメンバーと子ども
C家庭教育、子育て支援行政担当者や関係者
D幼児教育、保育担当者及び関係者
E子育て支援に関係する専門家
（カウンセラー、医師、研究者等）
F子育て中の親
G子育てネットワークに関心のある者
大学で社会教育実習を受講する学生等
各受入機関　数名
国内外の女性教育を研究する者
年間３回
※国立女性教育
会館を含む全国
３カ所で実施する。
国立女性教育会
館での実施は、
６月28日º
～29日∂
会館主催事業に併
せて実施する。（主
催事業期間を含む
１週間以上）
適宜応談
核家族化、地域における地縁的なつながりの希薄化などの影響
で、子育てに対する不安や負担を感じる親が増えている。子育ての
負担が母親のみに集中する状況が緩和され、男性・女性が共に子育
ての責任を果たし、地域一体となった子育て支援が行われることが
必要となる。そこで、子育て中の親や子育てサークル、子育て支援
団体、行政、関係機関などを結ぶ役割を地域社会の中で担っている
「子育てネットワーク」に焦点を当て、関係者の情報交換、意見交
換を行う協議会を実施する。
大学で社会教育実習を受講する学生等を対象として、主催事業の
補助業務等の体験学習を通じて、女性教育の現状及び女性教育施設
の役割について学習することを目的とする。
国内外の女性研究者等の要請に応じて適宜受入を行う。
２．交流事業
∏
女性学・ジェンダー
研究フォーラム
女性学・ジェンダー研究に関心のある国内外の成人
男女　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,000名
（内訳）
宿泊（全日程）参加者　　　　　　　　　　　 350名
日帰り参加者　　　　　　　　　　　　　　 650名
（※宿泊参加者にはワークショップ運営者等を含む）
平成15年
８月22日ª
～24日∂
２泊３日
女性学・ジェンダー研究と女性のエンパワーメント（力をつける
こと）に関わる多様な研究・教育・実践活動の課題や成果を出し合
い、情報交換を行うとともにネットワークづくりを進める。
主題「21世紀の男女平等・開発・平和─　わたしの権利」
π
女性情報
国際フォーラム
A女性情報に関心のある成人男女　　　　　　 120名
B「国際女性情報処理研修」の参加者　　　　 30名
平成15年
９月27日º
～28日∂
１泊２日
「国際女性情報処理研修」参加者及びその他の地域の海外専門家
を招聘し、ICT（情報コミュニケーション技術）時代の女性情報の
活用について国際的な視野からの課題分析を行うと共に、参加者間
の国際的情報ネットワーク形成の推進を図る。
主題「女性情報のグローバルなネットワークをめざして」
∫
ヌエック２００３・
全国交流フェステ
ィバル
男女共同参画社会の形成に向け、生涯学習をすすめ
る団体・グループ及び個人　　 650名
（内訳）
宿泊（全日程）参加者　　　　　　　　　　 350名
日帰り参加者　　　　　　　　　　　　　　 300名
（※宿泊参加者には自由企画プログラム運営者等を含む）
平成15年
11月７日ª
～９日∂
２泊３日
多様な生涯学習を展開している全国の団体・グループに、日頃の
学習・活動の報告・発表、研修及び全国的な交流の機会を提供し、
参加者相互の学習、交流及びネットワークづくりを進める。
NWEC 独立行政法人
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事　業　名 研 究 協 力 者 等 達 成 目 標 ・ 内 容 備　考
３．調査研究事業
∏ 女性と家族に関する
統計の調査研究
女性学、ジェンダー研究、統計学分野の研
究者等
男女共同参画社会の形成に資する女性と家族に関する統計データの内容、提供の方法
等について研究し、その成果としてデータ集を作成する。
π 女性の学習関心と学
習行動に関する国際比較
調査
国内外の女性教育・生涯学習関連分野の研
究者等
国際的な男女平等の取組の中で、女性の学習関心および学習行動に関する国際比較調
査・研究を行うことにより、男女共同参画社会の形成に向けた生涯学習の振興ならびに
女性のエンパワーメントを推進する。
平成16年３月に報告書をまとめる。
∫ 子育てサークル等支
援に関する調査研究
家庭教育関係分野等の研究者・専門家及び
子育てサークルのリーダー等子育て支援実践
者
子育てサークルの活動を充実させるため、男女共同参画の視点に立った子育て支援に
関する調査研究を実施し、子育てサークルのリーダー、メンバー及び行政担当者等を対
象として学習教材を開発する。
ª ヌエック公開シンポ
ジウム
生涯学習、女性問題、家族問題、教育問題
の専門家・研究者、マスコミ・行政関係者等
100名
国立女性教育会館の女性教育、家庭教育に関する調査研究で得られた最新の成果を発
表し、男女共同参画に向けた調査研究の充実を図る。
日時：平成15年６月27日ª
テーマ：「女性の生涯学習／平生学習─自己開発と社会参画のために」
新規事業
º 女性及び家族に関す
る学習情報の調査研究
家庭教育関連分野等の研究者・専門家等 「子育てネットワーク等子育て支援団体・教育委員会データベースに関する調査研究」
を行い、データベースの充実を図る。
Ω 女性教育のための衛星
通信システム等プログラム
発信事業に関する調査
女性教育、情報関連分野の研究者・専門家等 衛星通信システムやインターネットを介したビデオ・オン・デマンド（視聴者の要求
により、随時、映像・音声を配信するシステム）方式による情報発信事業の在り方等に
ついて調査し、遠隔情報発信に適切な教育・学習プログラムの検討を行う。
æ 女性の生涯学習に関
する日韓比較研究
女性教育・生涯学習関連分野の研究者等 男女共同参画社会の形成に向けた生涯学習の振興ならびに女性のエンパワーメントの
推進に資するため、日韓両国の女性の生涯学習活動の実態および学習要求を解明すると
ともに、生涯学習の活性化方策を提示する。
ø 女性のキャリア形成
に関する調査研究
女性教育・生涯学習・女性労働関係分野の
研究者、女性施設関係者等
女性のキャリア形成支援のために必要な生涯学習プログラムを作成する。
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
４．情報事業
∏女性教育情報センターの運営
∏ 女性及び家族に関する情報資料の収集・整理・提供 女性及び家族に関する情報・資料を収集・整理し、利用に供する。
π レファレンス・サービス及び文献複写サービス 来館者または電話・文書・Ｅメール等による問い合わせに対して情報提供を行う。複写により資料提
供を行う。
∫ 女性及び家族に関する図書資料の展示 会館が所蔵する資料について、四半期ごとのテーマ展示及び特別展示を行い、女性及び家族の分野の
理解を深める。
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
πネットワーク支援
∏ WinetCASS（女性情報システム）の整備充実 WinetCASS上で公開しているHP-CASS、女性情報CASS、Winet-DB（データベース）（文献情報
DB、女性関連施設DB、女性学・ジェンダー論関連科目DB、女性と家族に関する統計DB、子育てネッ
トワークDB）の更新、充実を図る。
π 女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会 女性関連施設等における情報活用方法、情報機能の連携のあり方等について研究協議を行い、各施
設・職員間の情報ネットワーク形成の推進を図る。
期間：平成15年12月10日π～12日ª ２泊３日
対象：女性関連施設等の情報担当者　60名
∫ 女性関連施設職員のためのＩＣＴ習得サポート
プロジェクト
女性情報の視点に立ったＩＣＴ（情報コミュニケーション技術）の習得を目的とした教材の作成、地
域での研修支援等のサポートプロジェクトを実施する。
資　　料　　名 掲　載　内　容　・　配　布　先 備　考発行回数・発行時期
∫資料の作成・配付
∏
「国立女性教育会館研究紀要」
（第７号）
女性教育、家庭教育、女性学、女性情報学に関する会館の調査研究を国内外に発表するととも
に、公募論文を選考して掲載する。
テーマ：「雇用・福祉・ジェンダー」
配布先：国内・国外の関係大学図書館、女性関連施設、及び女性団体等
年１回
平成15年８月
π
「NWEC Newsletter」
NWECの活動及び最新の日本女性の現状について英文で海外に紹介する。
配布先：海外の女性問題担当行政機関、女性センター及び女性団体、国際機関等。
年２回　平成15年９月
平成16年３月
∫
「ヌエック（国立女性教育会館）
主催事業報告書」
年度内に実施した研修・交流・調査研究・情報事業の実施概要。
配布先：各都道府県教育委員会、女性関連施設及び女性団体その他の関係機関等
年１回
平成15年５月
名　　　　称 掲　　載　　内　　容 備　考
ª情報発信事業
∏ WINET情報 女性・家族に関する文献情報、WinetCASS及び情報センター利用に関する情報をホームページから発信する。
π 遠隔情報発信事業 学習プログラムの普及を図るため、会館事業の中からインターネット及び衛星通信システムによる発信に適したプログラム
を選び、学習プログラムを試行的に作成・発信し、問題点等について検討を行う。
ª
女性研究者ネット
ワーク支援のため
の懇談会
人文・社会・自然科学分野の学会・研究会等の研究
者
年間３回程度 様々な研究分野で活躍する女性研究者が男女共同参画社会の形成
に向け情報交換し、研究者のネットワーク促進に寄与するための懇
談会を実施する。
新規事業
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平成14年度ヌエック（国立女性教育会館）公開シンポジウム
平成14年度に国立女性教育会館で実施した研修・交流・情報・調査研究の各事業の実施
概要及び成果を「平成14年度ヌエック（国立女性教育会館）主催事業実施報告書」として
まとめました。研修事業の「女性のエンパワーメント支援セミナー」、交流事業の「女性情
報国際フォーラム」、調査研究事業の「女性の学習関心と学習行動に関する国際比較調査」
等、様々な内容を掲載しております。
この報告書は、都道府県教育委員会、女性関連施設、女性関連団体、社会教育・生涯学
習センター等に配布することとしております。
現在、日本社会の女性と男性の状況は大きく異なっていると言わ
れますが、どのような場でどのくらい差があるのでしょうか。女性、
男性がどのような状況にあるのを明らかにするためには、様々な統
計データがとても役に立ちます。
ヌエックでは平成13年度から2年計画で「ジェンダー統計に関す
る調査研究」を実施し、その一環として基本的なデータを集めたリ
ーフレット「ヌエックミニ統計集　日本の女性と男性2002－2003
年」を作成しました。これを見れば日本のジェンダー問題が何か、
一目瞭然です。
リーフレットはこれから広く活用していきたいと考えています。
リーフレット（ヌエックミニ統計集）
「日本の女性と男性2002－2003年」
平成12～13年度に行った調査研究の成果に基づいて、3
月2日∂大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）で、
「女性情報を有効に使うために―女性情報シソーラスの開
発と活用」というテーマのシンポジウムを開催し、103人
の参加を得ました。
尼川洋子さん（ドーンセンター企画推進グループディレ
クター）のコーディネートにより、橋本ヒロ子さん（十文
字学園女子大学教授）、安達一寿さん（同大学助教授）、ド
ーンセンターを拠点に活動する堀久美さん（WIN-L代表）の3人のパネリストが、シソーラ
スの有効な活用方法について、女性が情報を入手し活用していくことの今日的な意義につ
いて、活発に議論を展開しました。シソーラスとは「情報検索のための体系化された用語
集」のことで一般にはあまりなじみのないものですが、わかりやすい説明のおかげで参加
者のシソーラスへの理解が進みました。
「女性情報シソーラス」はヌエックのホームページ（http://www.nwec.jp）で提供され
ており、またWinetCASSの各横断検索システム、データベースに組み込まれ、検索がよ
り効率的にできるようになっています。ぜひご利用ください。
調査研究事業報告・資料の作成
事業の実施報告
平成14年度主催事業実施報告書
▲パネルディスカッションの様子
ポジティブ・アクションとは、「歴史的・構造的に差別されてきたグループ（女性や人種・民俗的な少数
者）に対して、過去の差別がもたらしている弊害を除去して、雇用や教育などの基本的権利に関する機会均
等を実質的に達成するためにとられた積極的措置・施策」のことで、積極的改善措置、あるいはアファーマ
ティブ・アクションともいわれています。
1960年代から1980年代にかけて、北米やヨーロッパの諸国で人種や性別による差別を禁止する法が成立
しましたが、実質的な平等はなかなかもたらされませんでした。そこで、実質的な平等を達成するための積
極的な施策や措置が考え出されるようになりました。
1977年の国連「女子差別撤廃条約」では実質的な平等を達成するためのポジティブ・アクションは差別で
ないと規定し、また、実質的な平等が達成された時は廃止されるべきといっています。1988年には女子差別
撤廃委員会が教育、経済、政治、雇用の分野におけるポジティブ・アクションの活用の勧告を出しています。
日本では、男女共同参画推進本部が国の審議会等における女性委員の登用について「平成17年度末まで
の早い時期に30％」という目標を設定したり、各省庁が女性国家公務員の採用・登用拡大計画を策定する
などの取り組みをしています。2002年4月には、厚生労働省が「ポジティブ・アクションのための提言～
意欲と能力のある女性が活躍できる職場づくり～」を発表し、企業がポジティブ・アクションに主体的に取
組むための提言を行っています。また、本年4月に男女共同参画会議から「女性のチャレンジ支援策につい
て」意見が出され、積極的改善措置(ポジティブ・アクション)が第1にあげられています。
参考文献：朝倉むつ子2000年「労働とジェンダーの法律学」有斐閣
ポジティブ・アクション
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調査研究事業報告・資料の作成
最近、子育てをもっと楽しくと、地域のお母さん、お父さんたちが
あちこちで作ってきた子育てサークルやサロンをネットワーク化し
て、よりパワーアップした活動を行う試みが始まっています。ヌエッ
クでは、平成14年度にこうした全国の子育てネットワーク等子育て支
援団体の活動の実態とともに、これらの活動と教育委員会との連携に
ついての調査を行い、データベースを作成しました。近所にはどのよ
うな子育てネットワークがあるか、他の地域の子育てネットワークは
どのような活動を行っているのか、そして地域の教育委員会は子育て
ネットワークにどのような支援を行っているのか等々知りたいと思っている方は、ぜひアクセスして
ご活用ください！URLはhttp://www3.nwec.jp/kosodate/です。
「子育てネットワーク等子育て支援団体・
教育委員会データベース」の公開
平成14年8月23日ª～25日∂の3日間、「21世紀の男女平等・開発・平和　―社会に参画する」を
テーマに開催した「女性学・ジェンダー研究フォーラム」の成果をまとめた報告書を作成しました。
パネルディスカッション「社会参画　わたし流」や、全国から応募のあったテーマワークショップ
（52件）、自由ワークショップ（71件）、企画委員によるワークショップ（6件）、国立女性教育会館に
よるワークショップ（2件）の概要を掲載しています。
また、この報告書は、ワークショップ運営者、都道府県教育委員会・男女共同参画政策担当部課、女
性教育関係施設及び女性団体、その他関係機関等に配付する予定です。
女性学・ジェンダー研究フォーラム報告書
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改修の主な内容は次の通りです。
（１）Ｃ棟の全宿泊室に「温水洗浄トイレ」を設置しま　
した。
（２）Ｂ・Ｃ棟の洗面所にエアコンを設置しました。
（３）Ｃ棟の 1・2 階にシャワー室を設置しました。
また、この他にも宿泊室を便利でくつろげる空間にし
たいと、各部屋にラジオを配置し、Ａ棟の「湯沸かし室」
には共用の冷凍冷蔵庫を設置しました。
快適なヌエックで、皆様をお待ちしています。
昨年からの改修工事でご利用の皆様にご迷惑をお掛けしておりましたが、ようやく工事が終
了し、館内の施設が全てに利用出来るようになりました。
国道254号線のバイパス道路が開通
東松山市から嵐山町を抜けて小川町へと通じる国道254号線のバイパス道路が、3月に全線開
通しました。
これにより、関越自動車道「東松山インターチェンジ」から「ヌエック」までが１本の道で結
ばれることとなりました。ヌエックまでの案内標識の整備とあわせて、東京方面から自動車で来
館される場合の道路がわかりやすくなるとともに、所要時間が短縮されました。
宿泊棟の設備を改修
ヌエックボランティアの研修
「ヌエックボランティアの研修」を
紹介します。ヌエックでは、ボランテ
ィア活動の充実・発展を図るため、年
4回の研修を行っています。実施にあ
たっては、ボランティアの意見を研修
に反映するために、ボランティアと会
館職員で構成する委員会を組織し、企
画運営をしています。
平成14年度は、「国立女性教育会館
を知ろう」のテーマのもと、ボランテ
ィア連絡会議後の1時間の研修を3回（A「独立行政法人について」、B「主催事業におけるボ
ランティア活動について」、C「女性教育情報センターの活用とヌエックホームページの体験」）
と1泊2日のボランティア活動研究会（自主活動グループの紹介、「女性学・ジェンダー研究」
の学習、グループ討議・全体会「ヌエックボランティアとは」、ワークショップ「コミュニケー
ション能力を高める」等）を実施しました。
また、本年4月には、平成9年度に引き続き、長年、会館ボランティアとして会館の充実、発展
等に功績のあった12名、1グループの方々に、理事長から感謝状が交付されました。
▲ボランティア活動研究会の模様
－10－
●利用案内
ヌエックでは次の期間に屋内プールをご利用いただけます。料金は1人1日100円です。ご利用に当たっては事前のお申込
みが必要です。お気軽にお問い合わせください。
開設期間と時間：6月7日（土）～9月28日（日） 9時～１2時及び13時～17時
ただし、休館日及び次の期間は開設しません。
開設しない期間：7月28日（月）～31日（木）及び8月22日（金）～24日（日）
※　休館日（平成15年5月～10月）
5月6日（火）・19日（月） 7月 7日（月）・22日（火） 9月 1日（月）・ 8日（月）
6月9日（月）・16日（月） 8月11日（月）・18日（月） 10月14日（火）・20日（月）
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食はご利用になれます。
B電話・FAX・e-mailによる申し込みの受付や利用相談なども行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等がご覧になれます。
【申し込み専用電話番号】 電　　話：0493－62－6723
ファクス：0493－62－6720
平成13、14年度の寄付金で展示パネル2台を購入し、利用者の便宜を図ることとしました。
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資金を受け入れております。今後とも、
事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、皆様方の暖かい御篤志を賜りますよう何とぞよろしく
お願い申し上げます。
●主な利用団体（平成15年2月～平成15年4月）
２月
1日～ 2日
1日
7日
8日～ 9日
8日～ 9日
15日
18日～22日
18日～20日
19日～22日
19日
19日
27日
３月
1日～ 2日
6日
22日～
26日～31日
４月
24日～26日
●展示コーナー
●寄付金の活用報告
「子育て支援：サークルからネットワークへ」
核家族化、地域における地縁的つながりの希薄化か
ら子育てに対する不安や負担を感じる親が増えている
が、子育てサークル・子育て支援団体と行政を結ぶ役
割を果たしている子育てネットワークの現状を知るた
めの資料を一階エントランスホールに展示中ですので、
是非ご覧ください。
＊展示資料例
「ひろがれ！子育てネットワーク：全国の子育てネットワーク調査結果と事例集」
「完璧な親なんていない！：カナダ生まれの子育てテキスト」
「子育てサークルの活動に関する調査」ほか
７月
埼日保県内研修会
埼玉教職員組合女性部
第24回埼玉県公民館研究集会
2002年度女性部学校
埼玉県スポーツ指導者研修会
埼介研・看護介護部会第2ブロック勉強会
ペルー国立エンリケ・グスマン・教育大学主
任教授視察
パキスタン教育省初等教育普及局長補佐視察
国際協力事業団平成14年度女性の教育推進セミナー
バングラデシュ女性問題局長視察
公立小・中学校等教育指導校長研究協議会
JA助け合い組織埼玉県交流集会
第24回埼玉県学童保育実践交流会
文部科学省・男女の家庭・地域生活充実支援
事業研究協議会
海外研究員受入事業
全国高校体育連盟
社団法人国際婦人教育振興会
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b 長かった冬が終わり、暖かな春の陽光が降りそそぐ中、ヌエッ
クの樹木たちも綺麗な春の花を咲かせ始めました。冬の間、厳し
い寒さにさらされながらも耐え抜いた彼らの美しい生命の輝きは、
新しい何かの始まりを祝福しくれているようで、柄にもなく心が　
温かくなるのを感じてしまいます。
b 春は少し寂しい別れの季節であると同時に、心を弾ませる新た
なスタートの季節でもありますね。「ヌエックＮｅｗｓ」も今号
が第101号ということで、また新しい一歩を歩き出しました。
ヌエックの樹木たちにも励まされながら、これからも皆様のお
役にたてるような情報を提供出来るように努めて参りたいと思い
ます。
皆様も、優しいヌエックの樹木たちに会いに、いらっしゃいま
せんか？
